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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第142期

第１四半期連結
累計期間

第143期
第１四半期連結
累計期間

第142期

会計期間
自平成24年４月１日
至平成24年６月30日

自平成25年４月１日
至平成25年６月30日

自平成24年４月１日
至平成25年３月31日

売上高（千円） 7,980,811 8,040,980 32,981,746

経常利益（千円） 304,429 268,806 1,409,020

四半期（当期）純利益（千円） 191,772 165,850 861,552

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
180,406 200,740 887,654

純資産額（千円） 11,075,871 11,696,367 11,641,958

総資産額（千円） 15,817,656 16,247,512 16,671,171

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
36.69 31.73 164.85

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 70.0 72.0 69.8

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。　

　  ２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

　

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断

したものであります。

（1）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、円高修正により輸出と生産が持ち直し、公共事業の増加や個人消費

の上昇が景況感を押し上げ、回復基調となってきました。一方、海外においては、米国経済が回復してきておりますが、中

国をはじめとする新興国経済の先行きに不透明感が出てきました。

　このような事業環境のもと、売上高は80億40百万円（前年同期比0.8％増）、利益面では営業利益２億48百万円（同

9.3％減）、経常利益２億68百万円（同11.7％減）、四半期純利益１億65百万円（同13.5％減）となり、事業環境がやや

好転してきた中で、売上高は前年実績を確保したものの、利益面では下回りました。

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

（国内営業本部）

　国内営業本部においては、従来通り自動車の機能・消耗部品の販売に地道に取組むと共に、環境に適した新規商材の開

発・販売に努めてきました。その結果、売上高は45億97百万円となり、前年同期比3.9％の増収となりました。

（海外営業本部）

　海外営業本部は、円安効果による受注回復が予想以上に遅れており、特に中南米、欧州地域の売上が低迷しました。その

結果、売上高は26億39百万円となり、前年同期比1.0％の減収となりました。

（工機営業本部）

　工機営業本部は、主要顧客である建機・産機メーカーの生産・販売額は国内向けについては回復してきておりますが、

輸出向けは依然として回復せず、全体として当社の部品納入額は減少しました。その結果、売上高は８億３百万円とな

り、前年同期比9.6％の減収となりました。

　

（2）財政状態の分析

　当第１四半期連結会計期間末の資産合計は162億47百万円となり、前連結会計年度末と比較して４億23百万円の減少と

なりました。

　資産の部では、流動資産は146億59百万円となり、前連結会計年度末と比較して４億28百万円の減少となりました。これ

は主に商品が１億44百万円増加しましたが、現金及び預金が２億13百万円、並びに受取手形及び売掛金が２億88百万円

減少したことによるものです。

　固定資産は15億88百万円となり、前連結会計年度末と比較して４百万円の増加となりました。

　負債の部では、流動負債は39億46百万円となり、前連結会計年度末と比較して４億53百万円の減少となりました。これ

は主に短期借入金が２億５百万円増加しましたが、支払手形及び買掛金が２億30百万円、未払金が１億46百万円および

未払法人税等が２億62百万円減少したことによるものです。なお、この短期借入金は全額、海外現地法人であるＳＰＫシ

ンガポール（ＰＴＥ）リミテッドに係わるものです。

　固定負債は６億４百万円となり、前連結会計年度末と比較して24百万円の減少となりました。

　純資産合計は116億96百万円となり、前連結会計年度末と比較して54百万円の増加となりました。以上の結果、自己資本

比率は72.0％となりました。
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（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

①「持続する収益力」の維持・強化　

　・当社グループの最重要経営指標は売上高営業利益率（連結）であると捉え、4.5％を目標にします（前期は4.0％で　

　

　　す）。その目標達成と「持続する収益力」の維持・強化のため、営業利益率の向上と健全なバランスシートの維持

　　に努めております。

　・SPK創立百周年（2017年）に向けて「伝統ある新しい企業の進化」と「真の中堅企業の確立」を目指し、新たな挑

　　戦を始めております。

　・ぶれることのないSPK理念経営の下、役員・社員全員が危機感を共有し、一体感をもって難局に立ち向かいます。

　・あくまでも本業で勝ち抜くために、人材の育成と商品開発・販路の深掘に徹します。

②「高配当」を持続させる　

　・当社の企業目的は「豊かに永続する」ことです。95年を超える社歴への畏敬とすべてのステークホルダーへの感謝

　　の気持ちを念頭に、この企業目的を達成すべく「理念経営」を実践し、中長期的な視野に立って配当政策を実施し　

　　ております。

　・「増配の継続」を目標に経営にあたっております。前期（2012年度）末配当は１円増配して、28円配当を実施しま

　　した。通期では２円増配の55円配当です。

　・当期（13年度）の配当は中間、期末それぞれ１円増配し、通期では２円増配の57円配当を予定しております。これ　

　　が実現しますと、16期連続の増配となります。なお、配当性向については、50％以内とすることを基本方針としま

　　す。

　　過去の増配実績は以下のとおりです。　

年　度　 　97 　98 　99 00　　01 02　 03　　04 　05 　06 　07 　08 　09 　10 　11 　12

配当（円）　　15 16　 21　　26 28　　30 　32 　34 　37 　40 　43 　47 　49 　51 　53 　55

③経営の先進性の追求

　・コーポレート・ガバナンスにどう取り組むかを常に考えながら経営にあたっております。

　・取締役の任期を１年とすると共に、既に役員退職慰労金制度を廃止し、緊張感を持って職務にあたっております。

　・監査役は社外監査役を過半数の２名にしております。かつ、コンプライアンス（法令順守）経営を意識して、

　　公認会計士と弁護士が就任しております。　

　　

（4）研究開発活動

　記載すべき事項はありません。

　

（5）従業員数

　当第１四半期連結累計期間において、連結会社又は提出会社の従業員数の著しい増減はありません。

　　

（6）生産、受注及び販売の実績

　当第１四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売実績の著しい変動はありません。

　

（7）主要な設備

　当第１四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前連結会計年度末における計画の著　

しい変動はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

    普通株式 22,000,000

計 22,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成25年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年８月９日）

上場金融商品取引
所名又は登録認可
金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 5,226,900 5,226,900
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株　

計 5,226,900 5,226,900 － －　　

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減
額（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額（千
円）

資本準備金
残高（千円)

平成25年４月１日～

平成25年６月30日（注）
△70,0005,226,900 － 898,591 － 961,044

　（注）　自己株式の消却による減少であります。　

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】　

 平成25年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

　無議決権株式 － － －

　議決権制限株式（自己株式等） － － －

　議決権制限株式（その他） － － －

　完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　　  70,700 － －

　完全議決権株式（その他） 普通株式    5,222,300 52,223 －

　単元未満株式 普通株式        3,900 － －

　発行済株式総数 5,296,900 － －

　総株式の議決権 － 52,223 －　　　

（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株含まれております。また、「議

決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数10個が含まれております。

②【自己株式等】

 平成25年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

　ＳＰＫ株式会社
大阪市福島区福島　　　五丁

目５番４号　
70,700 － 70,700 1.33

計 － 70,700 － 70,700 1.33

（注）　当第１四半期末現在（平成25年６月30日現在）の自己株式数・・・789株

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平成

25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,772,057 3,558,217

受取手形及び売掛金 ※2
 7,299,617

※2
 7,011,493

商品 2,938,274 3,083,022

繰延税金資産 113,617 62,598

関係会社短期貸付金 13,815 14,085

その他 981,763 959,857

貸倒引当金 △31,410 △29,865

流動資産合計 15,087,734 14,659,408

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 220,104 217,482

機械装置及び運搬具（純額） 9,209 8,500

土地 614,467 614,467

リース資産（純額） 18,985 14,612

その他（純額） 40,457 44,262

有形固定資産合計 903,224 899,325

無形固定資産

ソフトウエア 3,302 2,724

リース資産 127,010 114,590

その他 10,128 10,128

無形固定資産合計 140,440 127,444

投資その他の資産

投資有価証券 291,013 323,131

繰延税金資産 113,819 98,805

その他 172,125 173,544

貸倒引当金 △37,186 △34,147

投資その他の資産合計 539,771 561,333

固定資産合計 1,583,436 1,588,103

資産合計 16,671,171 16,247,512
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 3,180,152

※2
 2,949,592

短期借入金 89,374 294,735

未払法人税等 315,362 52,736

賞与引当金 155,300 85,422

その他 659,662 564,017

流動負債合計 4,399,852 3,946,505

固定負債

退職給付引当金 442,043 433,589

長期預り保証金 79,981 79,298

長期未払金 14,655 13,896

その他 92,680 77,854

固定負債合計 629,361 604,638

負債合計 5,029,213 4,551,144

純資産の部

株主資本

資本金 898,591 898,591

資本剰余金 961,044 961,044

利益剰余金 9,759,888 9,689,415

自己株式 △91,006 △1,014

株主資本合計 11,528,517 11,548,036

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 101,120 123,508

繰延ヘッジ損益 3,215 4,942

為替換算調整勘定 9,104 19,879

その他の包括利益累計額合計 113,440 148,331

純資産合計 11,641,958 11,696,367

負債純資産合計 16,671,171 16,247,512
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

売上高 7,980,811 8,040,980

売上原価 6,814,123 6,895,698

売上総利益 1,166,687 1,145,282

販売費及び一般管理費 892,501 896,486

営業利益 274,186 248,795

営業外収益

受取利息 84 90

受取配当金 2,088 1,920

仕入割引 25,856 26,521

為替差益 15,571 7,159

その他 6,555 7,079

営業外収益合計 50,156 42,771

営業外費用

支払利息 1,189 1,214

売上割引 18,085 20,939

その他 638 605

営業外費用合計 19,913 22,759

経常利益 304,429 268,806

特別利益

固定資産売却益 119 128

投資有価証券売却益 － 5,135

特別利益合計 119 5,264

特別損失

事務所移転費用 － 902

固定資産除売却損 0 23

特別損失合計 0 926

税金等調整前四半期純利益 304,548 273,144

法人税、住民税及び事業税 62,717 54,956

法人税等調整額 50,058 52,337

法人税等合計 112,775 107,294

少数株主損益調整前四半期純利益 191,772 165,850

四半期純利益 191,772 165,850
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 191,772 165,850

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △16,882 22,387

繰延ヘッジ損益 △1,705 1,727

為替換算調整勘定 7,220 10,774

その他の包括利益合計 △11,366 34,890

四半期包括利益 180,406 200,740

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 180,406 200,740

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　該当事項はありません。　

　

（四半期連結貸借対照表関係）

１．受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

輸出手形割引高 250,994千円 135,469千円

受取手形裏書譲渡高 481,051 458,071

　
　
※２．四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日でしたが、

満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、次のとおり

であります。

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

受取手形 400,935千円 312,646千円

支払手形 69,614 55,318

　
　

３．保証債務

　連結会社以外の会社の取引先からの仕入債務に対し、債務保証を行っております。

前連結会計年度
（平成25年３月31日）

　
　

当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）

SPKヨーロッパB.V.
　

18,968千円

（ＥＵＲ155千）

　

　

SPKヨーロッパB.V.

　

11,735千円

（ＥＵＲ90千）　

　 　 　   

計 18,968千円 　 計 11,735千円

　
　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。　

　
前第１四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日）

減価償却費 24,443千円 26,514千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年６月30日）

　　　　　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年４月20日

取締役会
普通株式 141,106 27平成24年３月31日平成24年６月１日利益剰余金

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年６月30日）

　　　　　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年４月22日

取締役会
普通株式 146,331 28平成25年３月31日平成25年６月３日利益剰余金

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　　前第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年６月30日）

 （単位：千円）

　 国内営業本部 海外営業本部 工機営業本部 合計

　売上高

　外部顧客への売上高

　

4,426,730

　

2,664,841

　

889,238

　

7,980,811

　セグメント間の内部売上高

　又は振替高
－ 8,596 － 8,596

計 4,426,7302,673,438 889,238 7,989,407

　セグメント利益 163,161 50,599 39,673 253,435

　　

　　当第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年６月30日）

 （単位：千円）

　 国内営業本部 海外営業本部 工機営業本部 合計

　売上高

　外部顧客への売上高

　

4,597,817

　

2,639,214

　

803,948

　

8,040,980

　セグメント間の内部売上高

　又は振替高
－ 13,361 － 13,361

計 4,597,817　 2,652,575 803,948 8,054,342

　セグメント利益 163,416 40,769 26,241 230,427

　

EDINET提出書類

ＳＰＫ株式会社(E02827)

四半期報告書

13/17



２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額

　　及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）　

 （単位：千円）

利益 前第１四半期連結累計期間 当第１四半期連結累計期間

　報告セグメント計

　一般管理費の調整額（１）

　全社営業外収益（２）

  営業外費用の調整額（３）

253,435

5,945

28,464

16,583

230,427

△1,380

22,830

16,928

四半期連結損益計算書の経常利益 304,429 268,806

（注）（1）、（3）は各営業本部が負担する一般管理費及び営業外費用の配賦差異であります。 

　　　（2）は主に報告セグメントに帰属しない管理部門の営業外収益であります。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　　該当事項はありません。

　

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 36円69銭 31円73銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 191,772 165,850

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 191,772 165,850

普通株式の期中平均株式数（千株） 5,226 5,226

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。　
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２【その他】

　平成25年４月22日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

　（イ）配当金の総額・・・・・・・・・・・・・・146,331千円

　（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・28円

　（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・平成25年６月３日

（注）平成25年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行っております。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年８月９日

ＳＰＫ株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中川　一之　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 廣田　壽俊　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＳＰＫ株式会社の

平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平成25

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。 

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＳＰＫ株式会社及び連結子会社の平成25年６月30日現在の財政状態及び

同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な

点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保

管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。

EDINET提出書類

ＳＰＫ株式会社(E02827)

四半期報告書

17/17


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第１四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第１四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

